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　本報告では，現職教員の意見を参考に，学校教育現場への導入が期待されている「教育相談コーディネーター」に
求められる機能や役割，コーディネーターが機能するための条件等について検討した。現職教員への調査から，教育
相談コーディネーターの機能と役割のリストを作成するとともに，教育相談に見識の深い現職教員へのインタビュー
を通して，コーディネーターが機能するための条件やコーディネーターに求められる資質能力等を明らかにした。 
　リストには一定の妥当性があると考えられるものの，実際の運用には様々な条件の整備が必要なこと，実践を通し
て修正していく必要があることが示唆された。
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　不登校やいじめに加え，児童虐待や貧困など，教育現
場の抱える課題が多様化，複雑化し，地域や専門家との
協力に基づく“チーム”として活動することが学校に求
められるなか，平成29年１月に公示された「児童生徒の
教育相談の充実について～学校の教育力を高める組織的
教育相談体制づくり～（報告）」（文部科学省，2017）で
は，「教育相談コーディネーター」という役職について，
これまでより踏み込んだ議論，提案を行っている。
　報告では，「学校全体の児童生徒の状況及び支援の状
況を一元的に把握し，学校内及び関係機関等との連絡調
整，ケース会議の開催等児童生徒の抱える問題の解決に
向けて調整役として活動する教職員を教育相談コーディ
ネーターとして配置・指名し，教育相談コーディネーター
を中心とした教育相談体制を構築する必要がある」とし，
教育相談コーディネーターの配置・採用，コーディネー
ターの役割等について，その指針を示している。配置・
指名に関しては，「コーディネーターが校内で機能する
体制を構築する」ことの重要性を指摘し，コーディネー
ターに対して「一定の役割を与え」，その立場を明確に
するほか，「担当教員に追加で配置する」，「授業の持ち
時間の考慮」，「学級担任以外の教職員とする」といった，
指名された教職員が教育相談コーディネーターの職務に
重点的に携われるように配慮した提言がなされている。
　これまでも学校の教育相談機能をコーディネートする
視点や役割の重要性は指摘されてきたが，実情は「教育
相談の分掌がない（はっきりしない）」，「相談担当の位
置づけや役割が不明確」といった状況がある。この報告
は，そのような状況に方向性を与えるものと言えるだろう。
　このような社会的要請を受け，教育相談コーディネー
ターとなる教員の養成を目指す研修が多くの自治体で始
まっている。一例をあげると，千葉県子どもと親のサ
ポートセンターでは平成29年度より「教育相談コーディ
ネーター養成研修」を開催している（この研修は全７回
で，各地区から推薦された者が受講できる推薦研修の形
態をとっている。研修の内容は表１に示す）。この講座は，
従来型の個々の教員の教育相談に関する力量の向上を目
指すものではなく，学校全体の教育相談活動を統括，推
進する人材の育成を目指し，以下の①～⑤の内容を含ん
だものとなっている。
① 　新たな課題に対応する内容（自殺予防，母子生活支
援センター見学）
②　校内支援システムやケース会議の在り方
③　事例研究
④ 　最終回：コーディネーターという視点で「教育相談
をとらえ直す」：校内研修計画
⑤　受講生同士の交流
表１　平成30年度教育相談コーディネーター養成　　　
研修プログラム
第１回：
　午前： オリエンテーション（不登校対策指導資　　　　
料集）・これからの学校教育相談の在り方
　午後：自殺予防・命の教育
第２回　
　午前： いじめ防止対策推進法を活用した教育相談体
制の在り方
　午後：発達の段階に対応した特別支援教育の在り方
第３回　午前：養育の困難さを抱える保護者への支援
　　　　午後：問題行動の理解と対応
第４回　午前：LGBTの理解と対応
　　　　午後：精神疾患に対する理解と対応
第５回　午前：事例研究の実際
　　　　午後：選択演習　①不登校などの心理的援助 
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　　　　の必要児童・生徒の理解、保護者との協働
　　　　②プロジェクト・アドベンチャー
第６回　午前；子どもの貧困について
　　　　午後：怒りのコントロールができない子どもへ
　　　　の援助の実際
第７回　午前：施設見学：県内母子福祉施設の見学 
　　　　午後：教育相談をとらえ直す
　
　教育相談コーディネーターの導入・活用を目指す上で，
教育相談コーディネーターをどのように位置づけ，どの
ような役割を持たせるかということが重要になってくる。
先に述べたように，現時点では教育相談の分掌が曖昧で
あったり，位置づけが不明確だったりする部分がある。
教育相談主任や担当者であっても，学校の教育相談機能
を一元化して統括し，教育相談活動を推進させるという
コーディネーターの役割を意識し，実践している教員は
多くはない。また，笠井(2016)が示唆したように，教員
ごとに教育相談のとらえ方や具体的な活動内容が異なっ
ている可能性もある。
　教育相談コーディネーターという役職が円滑に，かつ
効果的に活用されるために，その役職にどのような活動
が期待できるのかを具体的な指標として明らかにするこ
とが役に立つだろう。そのような指標は，学校の教育相
談体制を構築する際に，それぞれの学校の実情に応じて
コーディネーターにどのような役割を担ってもらうのか
を決定したり，実際にその立場になった教員が，どのよ
うな役割を果たせるのか，あるいは果たせばよいのかを
考えたりする際の参考にもなる。また，各自治体等で実
施する教育相談コーディネーターを養成する研修におい
ても，内容の選定等に役立つと考えられる。
　そこで本稿は，教育相談コーディネーターの導入，活
用に資する資料を得ることを目的とし，具体的には以下
の２つの作業を行う。
　　１ ．教育相談コーディネーターに求められる機能・
役割をリスト化する。
　　２ ．現職教員の教育相談コーディネーターに対する
認識から，この役職がよりよく機能するためのあ
り方や条件を検討する。
研究１　教育相談コーディネーターに求められる機
　　　　能と役割
《調査方法》
　①データの収集：平成30年７月，千葉大学教育学部で
生徒指導・教育相談に関する研修を行っている現職教員
（千葉県長期研修生）８名に対し，「教育相談コーディネー
ターに期待される役割」を自由記述による回答を求め
た。被験者は30～40代の現職教員で，男性３名，女性５
名。在籍校種による内訳は，小学校教諭３名，中学校教
諭３名（うち１名は養護教諭），高等学校教諭（養護教諭）
１名，特別支援学校教諭１名である。
　②教育相談コーディネーターの機能・役割の抽出：①
で現職教員から得られた自由記述の回答を，筆者が機能
ごとに分類し，まとめた。これに参考資料（答申の「教
育相談コーディネーターの担う主な業務内容」）や筆者
の経験から必要と考える役割を加えた。このリストを被
験者となった現職教員に検討してもらい，修正の後，暫
定的なリストとした。
《結果と考察》
　教育相談コーディネーターの機能と役割を表２に示す。
ここで言う“機能”とは活動の狙いを含むものである。“役
割”は“機能”を遂行するためのコーディネーターの具体
的な活動を意味している。このリストは，コーディネー
ターの活動を網羅することを目的として作成したもので
あり，現状の教育相談担当者が担う役割よりも，広い範
囲をカバーした内容となっている。実際の運用において
は，コーディネーターの授業時間数の軽減や他の校務と
の関係といった勤務状況やコーディネーターの資質・能
力等によって，これらの内容のうちのどこまでをコーディ
ネーターの役割とするか，どこに力を入れるか等が決まっ
てくるだろう。　
　このリストは研究２（教育相談コーディネーターがよ
りよく機能するためのあり方や条件）の現職教員へのイ
ンタビューで抽出された内容を網羅している。また，イ
ンタビューの途中で（「コーディネーターに求められる
役割」の回答を終えた後）協力者にリストを提示し，内
容の妥当性を確認してもらったところ，すべての協力者
から「十分に網羅されている」という回答をもらった。
方向性や条件などに不明瞭な点が残る状況ではあるが，
コーディネーターの機能，役割が網羅されているものと
考えてよいだろう。
観　点 コーディネーターに求められる機能 コーディネーターとしての役割
教職員の資質能力
の向上
教育相談に関する情報発信（啓蒙），研修の企画・運営
・ 個々の教職員の教育相談に対する考え方，力
量の把握
・学校の状況に応じた研修の計画，実施
日常の活動における教育相談機能の向上
・ 日常的な教育相談的視点，方法の発信
　 （学級経営，わかる授業，問題の気づき　等）
予防的方策
予防的方策（教育相談週間，教育相談アンケー等）
の企画・推進
・狙いの明確化。手法の工夫
課題解決への対応
専門性の向上 適切な見立てに基づく支援の実施
・ 専門知識・技術の向上（新たな課題に対する
知見）
・経験の蓄積
・ コーディネート・コンサルテーションの視点
と方法の獲得
具体的な介入 直接的な支援，教員へのサポート
表２　教育相談コーディネーターの機能と役割
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研究２　教育相談コーディネーターがよりよく機能す
　　　　るためのあり方や条件
《調査方法》
①データの収集：平成30年８月に，教育相談に見識の深
い現職教員４名（結果の表３では，それぞれＡ，B，C，
Dと表記する）に，調査の趣旨を説明し了解を得た上で，
半構造化面接によるインタビュー調査を行った。
　フェイスシート及びインタビューの内容は以下の通り
である。
フェイスシート項目： 性別，教員歴，勤務学校種， 
教育相談に関わる経歴　等
インタビューの内容（質問項目）
１) 教育相談コーディネーターの意義・効果は，どのよ
うなものと考えられるか。
２) 教育相談コーディネーターの役割として，どのよう
なことが期待されるか。
３) 教育相談コーディネーターが十分に機能するために
　必要な条件は，どのようなものか。
４) コーディネーターに適した資質・経験として求めら
れるものは何か。
５) その他，教育相談コーディネーターに関しての意見等
　インタビューはそれぞれ１時間程度で，被験者の了解
を得てICレコーダーに録音させてもらった。
②インタビュー対象者：インタビューに協力してもらっ
た４名の現職教員は，いずれも教員経験20年以上の女性
教員である。所属する学校種は小学校教諭３名，中学校
教諭１名である。いずれの教員も長期研修制度や大学院
などの経験を有し，生徒指導や教育相談について専門的
な知識，経験を有している。また，すべての教員が生徒
指導主任や教育相談担当といった学校現場での生徒指導
や教育相談に関する中心的な役割の経験をもつとともに，
訪問相談担当教員や指導主事といった学校外での生徒指
導に関わる経験も有している。
③データの処理：録音したデータを文章化し，質問項目
１)～５)のそれぞれに対応する意味内容ごとにまとめた。
《結果と考察》
　インタビューの結果を，質問項目ごとにまとめた結果
を表３-①～表３-⑤に示す。
《教育相談コーディネーターの意義・効果》
　すべての被験者が，学校の教育相談機能の中核を担う
教育相談コーディネーターの意義を認めている。役割を
明確にすることにより，チームとしての活動がより活性
化されることが期待されている。また，複合的な課題へ
の対応や外部との連携などにも効果が期待されている。
《教育相談コーディネーターに求められる機能・役割》
　教育相談コーディネーターに求められる機能・役割に
関しては，多くの意見や考えがあげられた。それらの内
容の近いものをまとめ，便宜的にサブカテゴリーを構成
したところ，「情報の収集・共有」，「教育相談活動・体
制の運営・維持」，「連携の中核・窓口」，「学校全体を視
野に入れたアプローチ」，「教職員への支援，関係の調整」，
「教育相談的な視点・方法の導入，伝達」，「研修，教職
員の力量向上」が抽出された。
組織の運営
相談活動の機能的な運営
（学年会，部会，スクリーニング会議，ケース会議）
・ 学年会，部会等の状況把握，ファシリテート
・ スクリーニング会議，ケース会議の運営
・学校全体を見る視点・つなげる役割
・教職員への心理的サポート
連携の推進・調整
内部専門家（SC,SSW）との連絡調整，情報交換
外部機関の情報収集，連携の調整
・SC，SSWの職務内容の理解
・外部機関の情報収集，活用
・外部連携の判断。つなぎ役
情報の管理
相談事例に関する情報の集約・管理
情婦の活用（引き継ぎ等）
・ 個人情報の取り扱いに関する留意点の周知 
徹底
＜意義・期待される効果＞
Ａ：全体を集約する役割はあるといい。それによってチームで動きやすくなる。外部との連携もスムーズにできる。
Ｂ： 今，すごく求められていると思う。小学校では，教頭，教務，養護教諭がそれらしきことをやっているが，皆，コーデ
ィネーターだと思ってやっていない。また，そういう役職にいても，情報をもらうだけの人もいる。
Ｃ： 不登校はもちろん，複合的な問題を持つ子に対して，教育相談的な発想があるほうが幅広く対応できていい。
Ｄ： 現状では，生徒指導と教育相談が別々と考えられていたり，生徒指導の下位に置かれていたりすることもある。教育相
談コーディネーターの役割を明確化することで，校務の整理と合わせて，教育相談的な動きがしやすくなる。
Ｄ：子どもや保護者，地域にも「この人が窓口です」っていうのがわかる意味でも，いてくれるといい。
表３-①　教育相談コーディネーターの意義・効果
＜情報の収集・共有＞
Ａ：職員室にいて，戻ってくる先生方と話すことで多くの情報が集まる。担任の話だけでなく，他の教員の視点も入ってくる。
Ａ：巡回で得られるものも大きい。学級の様子がわかる。
Ｂ：いろいろな情報のピースを集めて，活用していくのがコーディネーターの役割の１つだと思う。現状の教育相談担当では，
　　それは難しい。
＜教育相談活動・体制の運営・維持＞
Ｂ：現状の教育相談担当は全体の計画を立てる人っていう感覚。コーディネーターはもっと介入的で実践的な動きが求められる。
　　例えば，ケース会議の進行・準備。
Ｂ： フォローアップすることも重要。ケース会議で決めたことがうまくいかないとき，次どうするかをすぐに察知して，次
の手を考えられる。
表３-②　教育相談コーディネーターに求められる機能・役割
教育相談コーディネーターの機能と役割
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《教育相談コーディネーターが機能するための条件》
　コーディネーターがよりよく機能するための条件につ
いてもサブカテゴリーを構成したところ，「勤務内容・
時間的配慮」，「立場・役割の明確化」，「指名上の問題」，
「コーディネーターの養成，支援」が抽出された。勤務
内容や時間的な配慮が求められる一方で，「指名上の問
題」であげられたように，担任を持たせることが難しい
教員などが，その役割に当てられることに対する懸念が
示されている。また，コーディネーターの養成にも力を
入れるべきだという意見，またコーディネーターとして
の力量形成，維持のための支援やフォローアップを求め
る意見もあった。これは学校の中での位置づけや職務内
容といった条件ばかりでなく，各自治体の教育委員会等
にも教育相談コーディネーターが効果的に活動するため
の対策が求められていることを示している。
Ｂ：積極的に支援に加わり，支援の評価も継続的にやっていく。
Ｂ： 生徒指導でも特別支援でも扱いにくい事例がある。教育相談コーディネーターならばそこを扱えるのではないか。両方
の枠から漏れたり，生徒指導から特別支援につないだりすることもできる。
Ｂ： ケース会議の立ち上げや条件設定。どんなケースを会議に出すか。ケース会議を開く条件がわかっていないと，抱え込
みになりやすい。それが教員にわかるようなシステム作り。
Ｃ：日常的に教室を回って，具体的な場面を見て担任と話し合いができる。
Ｃ： 生徒指導の下にぶら下がっている学校が多いと思うが，この役職ができたら，教育相談的なケースはその先生を中心として，
みんなが話し合うような時間が取れる。
Ｄ： 機能の引き継ぎとケースの引き継ぎもある。人が変わるのは当たり前だが，その人が異動しても組織としてつないでい
く必要がある。自分の技能だけじゃなく，そういう視点をもっていることも必要。
＜連携の中核・窓口＞
Ｂ： 外部機関の情報（やれること）を持っていること，連携の方法を知っていること。連携の経験があったり，顔つなぎが
できているとよい。
Ｃ： 不登校の子どもを担任したとき，外部との連絡調整が大変だった。途中から教頭先生に変わってもらったが，コーディ
ネーターのような役割の人がいてくれるとその面でも担任としてはありがたい。
Ｄ： 他機関や地域との調整役，橋渡しはコーディネーターの大きな仕事。今は教頭先生がそれをしてくれているが，そこを
分けてやれるとよい。
Ｄ：ＳＣがいない時間を補完する，ＳＣやＳＳＷと教員や子ども・保護者をつなぐ役割を期待できる。
＜柔軟な動き・機動力＞
Ａ：問題を抱えた子ども・保護者への対応もしやすい。
Ａ：先生方との打ち合わせも，ちょっとの時間を利用して出来る。
＜学校全体を視野にいれたアプローチ＞
Ａ：学年会に入って，教育相談的な視点から，つぶやかせてもらったことが効果的だった。　
Ｃ： 主任レベルだと計画を立てることが中心。その先の研修会まではなかなかできない。特別支援教育コーディネーターと
同じような形だったら，もう少し学校全体に働きかけられる。
Ｄ： 組織に対するフィードバックをする役割を担って欲しい。学校を俯瞰して，アセスメントをして，「うちの学校，最近こ
ういう傾向だよね」って発信していく。
＜教職員への支援，関係の調整＞
Ａ： 学年で動くことが多いが，その関係がうまくいっていないと，しんどくなってしまう。そういうときに，他の先生がい
ることは重要。先生方を支えることが，学校の教育相談の底上げにつながる。子どもに直接だけでなく，担任や関わる
先生方を支えることもコーディネーターの重要な役割。
Ａ： コーディネーターはケースに直接介入するのではなく，頑張っている先生を支えるような間接的な支援が重要。そうい
う風に動けることが大事。
＜教育相談的な視点・方法の導入，伝達＞
Ａ：教育相談の営みは結果が目に見えるものばかりではない。結果はでなくても，意味のあることして認めてあげることが重要。
Ａ： （若い先生に対しては）教育相談にぐっと入っていくよりは，まず学級経営をきちんとやるという形で支援していく，そ
の中で困ったことがあったら具体的にサポートとできるといい。
Ａ： 学校教育相談とセンターでやっている相談では違うところが多い。専門的な知識や技術を学校現場に合わせてチューニ
ングするのもコーディネーターの役目だと思う。
Ｂ： 教員の個別の活動を教育相談的視点からブラッシュ・アップしていくことも必要。例えば，家庭訪問に行くにしても，
目的は何で，何を話してくるといいか，とか。子ども理解でも単に「優しい」とかだけじゃなくて，何を見なくてはい
けないか。先生方の日常の活動の磨き上げっていうか，活動の教育相談的な意味を明確にしていくのもコーディネータ
ーの役目。
＜研修，教職員の力量向上＞
Ａ： うちの学校では夏休みに教育相談の校内研修をやっている。先生方の聞きたいテーマを私が話させてもらっている。外
から講師を呼ぶのが大変だけど，私をうまく使ってくれている。
Ａ： 今，ベテランの先生が減っているし，若手がベテランの姿を見て学ぶ余裕もなくなっている。見て学ぶことがうまくな
い若手もいる。研修も重要だが，一緒に活動をしていくなかで育てていくということもあると思う。
Ｂ：ブラッシュ・アップのためには小さな研修みたいなものが必要かな。
Ｂ：「個々の教員の力量の把握」は難しいかも。それよりは研修かな。
Ｄ： 校内の調整役，校内研修の企画。教育相談に関して，現場の先生方や地域の先生方の教育相談力を底上げしていくため　　
になってもらえるといい。
Ｄ：ＯＪＴとか，育てていくっていう視点も持っていて欲しい。
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《教育相談コーディネーターに求められる資質能力》
　コーディネーターに求められる資質・能力では，「教
育相談の知識・経験」，「課題をとらえ，目標を設定する
力」，「教師集団，人間関係を見る力」，「教師としての基
本的な力量」が抽出された。《コーディネーターに求め
られる役割》に含めた「学校全体を視野に入れたアプロー
チ」も求められる資質と重なる部分がある。コーディネー
ターに求められる資質は，教育相談に関する知見や経験
だけでなく，学校全体を見渡して課題をとらえ，個々の
教師や教師集団が効果的に活動できるように，また外部
との連携を円滑に進められるような視野や意識を持つ教
員が求められていると言える。
＜勤務内容・時間的配慮＞
Ａ：担任を持ちながらだと，全校の教育相談に関わるのは難しい（特に小学校では）。時間的な制約，情報が入ってきにくい。
Ａ： 自分の場合，６年生の算数の少人数指導という立場だった。授業は入っていたが，融通を利かせてもらえたので動けた。
できれば，それ専属が望ましい。
Ａ：ＳＣ等，外部の人との情報共有のためにも，時間的余裕は必要。
Ｄ：最大限の仕事をしてもらうためには，専任か，時間数をかなり制限するか相当の配慮が求められる。
＜立場・役割の明確化＞
Ａ： 校長先生がどこまで理解して，サポートしてくれるかが重要。ケース会議を開いたときに顔を出してくれる校長先生の
下だとやりやすい。
Ａ： 先生の中には，担任を外れることは寂しいことだったり，学級経営能力を低く見られたと思う人もいる。そういう風に
思わせないような配慮（校長からの説明）があるといい。
Ａ： 今の学校では，コーディネーターに求められる仕事の多くを教頭先生がやっている。ただ，教頭先生の中には「それは
私の仕事ではない」という考えの人もいる。学校を組織として考えると，「この先生ならできるけど」というのではいけ
ない。
Ａ： 今は，人事評価が厳しくなってきているので，自分の困ったことを管理職に話せない先生も出てくるかも。相談する役
割が管理職っていうのはまずいこともある。
Ｂ： 先生方は，校長教頭とあとは一律で同列と考えているところがある。その中の人に指導的・介入的に関わられるのは苦
手な人が多い。そうなってしまうとコーディネーターの動きが鈍くなる。（指導主事のような）その立場だから言える，
その立場の人に言われたから聞くというのもある。
Ｃ：指導主事の経験から，指導的な立場だから言えることもある。はっきりとした位置づけがあるとよい。
Ｄ：チーム支援においては，役割をはっきりさせることが大事。
Ｄ： コーディネーターが，何故必要なのかを管理職がきちんと位置づけることが重要。学校を管理・経営していく側が，コ
ーディネーターがいたら，学校はこう変わっていく，そういうビジョンをもって，この人にやってもらいます，って説
明してもらわないと，指名された人も何をやっていいか困るし，まわりの先生方の理解も得られない。指名された先生
が動きやすい環境にするために，管理職の理解ときちんとしたビジョン，それを教員だけじゃなく，子どもや保護者に
も説明出来る体制が必要なんじゃないか。
Ｄ：管理職への周知，理解を深める工夫が必要。
＜指名上の問題＞
Ｂ： 学級をもたないことを条件にすると，持てない人がなりやすい。それはまずい。特別支援学級の先生には，そうやって
回される人もいる。教務はそう（担任を持てない人を選ぶ）ではないが，それは学校運営に困るから。教育相談コーデ
ィネーターも学校運営に直接影響するものではないから，担任を持たせられない人が配置される危険性はある。
Ｂ：「この人は教育相談コーディネーターです」って，その学校に配置されるほうが受け入れやすいかも。
Ｃ：教室巡回などで，管理的に捉えられてしまうとややこしくなる。
Ｃ：常駐じゃなくて，ＳＣみたいなシステムでもいいのではないか。同僚性のいい部分とよくない部分があるので。
Ｄ： 時間的な余裕がありそうだから（養護教諭），授業が少ないから（専科の教員）という安易な決め方をして欲しくない。
そういう位置づけでスタートすると先生方のモチベーションも下がる。
＜コーディネーターの養成，支援＞
Ｂ： コーディネーターに対する研修が必要。コーディネーターになる前に，これが必要だからこういう研修を受けて，実際
にコーディネーターをになって，４月にはこれをやって，次はこれとか，研修しながら一緒に歩みましょうみたいなの
があるといい。当然，フォローアップ（実際にうまくいっているか）という研修も必要。地域でコーディネーターが集
まる研修会なんかもいい。地域の課題を話し合えるような。
Ｂ：コーディネーターを指導してくれる指導主事，スーパーバイザーも置いて欲しい。
Ｄ：コーディネーターの力は養成のための研修だけでは身につかない。研修を終えた先生方をフォローする研修も必要。
表３-③　　教育相談コーディネーターが機能するための条件
＜教育相談の知識・経験＞
Ａ：ある程度，教育相談に対する知識や技術は必要。
Ａ： 校内研修の講師ができるような経験を持つ人を期待するのは難しい。「このテーマだったら，この先生に」とか「センタ
ーに相談すれば，誰か紹介してくれる」とかの引き出しを持っている人だと，研修が計画しやすい。
Ｂ：わからないところを誰かに頼める，っていうのも大事。自分の苦手なところはお願いしますって
Ｄ： こういう仕事は，いきなりそれをやろうとしても，自分の身の丈があると思うので，それがわかっていて，計画的にや
らなくてはならない。先生方は「やって」と言われると頑張ってしまうので，できないことを判断して，はっきり言え
るということも大切。そのためには教育相談に関する見識をしっかり持っていることが必要。
表３-④　教育相談コーディネーターに求められる資質能力
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《その他》
　教育相談に見識の深い現職教員にとって，教育相談
コーディネーターという役職は，やりがいのある役割と
とらえられていることがわかる。また，勤務形態につい
ての話題もあり，専任として配置するのならば，各校に
１人ではなく，複数の学校を担当する形もありうるので
はないかという意見があった。導入に際して，議論に価
する意見である。
全体的考察
①本報告では，学校への導入が期待されている「教育相
談コーディネーター」の機能と役割をリスト化し，試案
とした。教育相談コーディネーターという役職が，どの
ような役割を期待され，どのような勤務体制で配置され
るかによって，また個々の学校の状況や任命された教員
の資質能力によって，その機能や活動内容は違ったもの
になるだろう。今回作成したリストは，教育相談コーディ
ネーターの機能と役割を包括的にとらえようとしたもの
である。それぞれの地域や学校の実情に応じた教育相談
体制の構築やコーディネーター養成の指標となることを
願っている。
　しかしながら今回作成したリストは，その役職が確立
していない段階での予測や希望を含んだものであり，十
分なものとは言い難い。今後の議論や実践を通して，よ
り有意義なものに改定していく必要がある。
②今回，調査に協力をしてくれた12名の現職教員の間で
も，教育相談コーディネーターに対するイメージは，ず
いぶん異なったものであった。協力者と議論をするなか
で，時間的余裕や立場の明確化がどの程度はかられるの
かによって活動の幅や具体的な活動方法が異なってくる
ため，共通のイメージが作りにくかったものと推察され
る。協力者のなかに，担任を持たずに教育相談を中心に
活動をした経験を持つ教員が２名いたが，筆者はその
２名と他の協力者との間にイメージの差異が感じられ
た。また，今回の協力者は少なからず生徒指導や教育相
談に関心のある教員である。それらにあまり関心のない
＜意欲＞
Ｂ：校内から選ぶなら，希望してもらいたい。明確な目的っていうか，この学校をこうしたいっていうのがないと。
＜課題をとらえ，目標を設定する力＞
Ｂ：その学校の課題がわかって，これから何をするか目的を決めて，具体的に動ける人
＜学校全体，地域との連携を見られる視野＞
Ａ： ベテランで，いい学級経営をしていて，クラスでも教育相談的な関わりをしている人でも，コーディネーターとして校
内のその動きができるかというと別だと思う。地域とのネットワークをもっていないとしんどいかもしれない。
＜学校，教育を客観的にとらえる視点＞
Ａ： 私は学校現場を離れる経験をさせてもらって，それで見え方が随分変わった。ずっと学校にいたら，今みたいな考え方
はできなかったかもしれない。学校を違う位置から見られるというのは，風通しをよくする意味でもすごく大事。
Ａ： 学校の中にいるが，そこに埋没しきっていない立場がいいのかな。ＳＣやＳＳＷとは違って，校内にいるからこそ動けて，
教員としての経験もあるから見えることもある。
Ｄ：学校を俯瞰して見る力，アセスメントする力は持っていてもらいたい。
＜教師集団，人間関係を見る視点＞
Ａ： 全体を見るということで，この学校のどこを動かせば，どう動くかが見えていることがコーディナーターには大事。教
育相談に関わることは，人と人の関わりなので，そこでプラスになることもマイナスになることもある。それを見られ
ること。
Ｂ：担任の立場にも学校全体の立場にも立てる人
Ｄ： コーディネーターは広い範囲の人と関わる仕事なので，その部分が苦手でない人。「聞く役割」だけでなく，伝えていく，
発信することも求められる。担任の先生や関わる人たちを動かせる。ある部分では相手を信じて任せられるっていうの
も１つの資質だと思う。
＜教師としての基本的な力量＞
Ｂ： こういう（答申にある業務内容）骨の部分がしっかりできることも重要。これができて初めてお肉がついていくし，お
肉だけの人には限界がある。
Ａ：コーディネーターになれたら，私は嬉しい。やりがいがある。（Ｂ，Ｃ，Ｄも同様）
Ｂ： 実際的に，ここまでの業務をやれる人材は少ない。専属で２校を担当とかもありうる。能力や経験がない人がやるより
はそのほうがいいかも。
Ｂ： 担当制だったら，３校ぐらいはできそう。毎日いないよさもある。毎日いると，頼ってしまうし，やってしまう部分がある。
ちょっと距離があったほうが，先生方が自分から動くこともある。
Ｃ： 私も掛け持ちでもいいのでは，と思う。実際，指導主事の時は，学校に呼ばれてケース会議に参加したことがよくあった。
ずっとそこにいて何もしていないように見えるよりは，そういうやり方もあると思う。
Ｄ： 学校の規模も小さくなっているので，生徒指導主任とコーディネーターを別に置くのは難しい面もある。生徒指導と分
けないで包括してもいいのではないか。
Ｄ： 特別支援学校にセンター的な役割を果たしてくれる先生がいるが，それと同じように動くのもいいのではないか。家庭
と学校が揉めないようにしてくれると，その後がスムーズにいく。
Ｄ：人を増やす，時間数を減らすということになるとお金が絡んでくるので行政の理解や英断が必要。現場だけでは動けない。
表３-⑤　その他
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教員との間にもイメージの相違があることが予想でき
る。これまでの実践やこれからの実践の成果や問題点を
分析しながら，教育相談コーディネーターが現実的に，
かつ効果的に機能する位置づけや活動内容を考えていく
必要がある。
③特にインタビューを通して，教育相談コーディネーター
の任命，運用に関わる管理職や教育委員会の対応が重要
なことが示唆された。管理職が教育相談コーディネー
ターをどのように位置づけ，どのような役割を任せるの
かによって，コーディネーターという役割が機能するの
かに大きな影響を与える。また，コーディネーター養成
のための研修，コーディネーターとしての研修やコーディ
ネーターへのスーパーバイズなども必要と考えられる。
教育相談コーディネーターを根付かせるためには，国や
各自治体による人的，金銭的な支援に加え，ソフトの面
での支援も求められる。
引用・参考文献
笠井 孝久　2015 教育相談に対して現職教員が抱える困
難千葉大学教育学部研究紀要第63巻　pp.187-197
斎藤美枝・笠井孝久　2018　教育相談研修の新たな試
　　み　–学校の教育相談力を高める人材としての教育
　　相談コーディネーターの育成に向けて－　千葉大学
　　教育実践研究　第21号，pp.45-51.
文部科学省　2017　児童生徒の教育相談の充実につい
　　て　～学校の教育力を高める組織的教育相談体制
　　 づくり～　（報告）
 　 https://www.pref.shimane.lg.jp/izumo_kyoiku/
index.data/jidouseitonokyouikusoudannjyuujitu.pdf
教育相談コーディネーターの機能と役割
－73－
